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参考資料２ 機能強化による発電効率の向上に関する試算 

出典：廃棄物学会学術研究委員会廃棄物焼却研究部会 第18回廃棄物学会研究発表会小集

会発表資料「地球温暖化防止における都市ごみサーマルリサイクルの役割の現状と可

能性」 

 

１．目的 

 現在、我が国では約 1,300 のごみ焼却施設が存在するが、そのうちごみ発電を行ってい

るのは約300の施設に過ぎない。また、発電を行っている施設のうち約100施設が1995年

以前に建設されたものであり、施設電力をまかなうことを目的とし積極的な発電は行って

いないなど発電効率が低い施設が多い。それらの施設は、現状で15年程度以上にわたり稼

働しており、今後、順次更新されていくことが予想される。 

 一方、二酸化炭素排出量削減の観点からは、施設の更新に際してごみ発電施設への転換

や発電の高効率化が必須である。本項では、施設の更新計画における高効率発電導入の検

討に資するため、標準的なモデルケースを設定し、各種の機能強化等を適用した場合の発

電効率の改善効果をまとめた。 

 

２．概要 

１）試算条件 

(1)施設概要 

  標準仕様としては、300t/日の焼却施設を採用し、公害防止基準も乾式処理にて対応可

能なレベルを想定した。なお、詳細は表 参2-1に示すとおりである。 

(2)機能強化のための方策 

 ケーススタディでは、ボイラ出口排ガス温度、排ガス量の削減（燃焼空気比）に加

えボイラ蒸気条件に注目し、その設定変更に伴う発電量の変化を試算した。なお、排

ガス量削減の方策（燃焼空気比の低減）は、窒素酸化物量の削減についても考慮し排

ガス循環方式（EGR方式）を採用することで計算を行った。 

方策① ： 排ガス量削減のためEGRを採用した場合 

方策② ： 蒸気条件を高温高圧化（4MPaG×400℃）とした場合 

方策③ ： ボイラ排ガス温度を変更した場合 

方策④ ： 白煙防止装置の運用を停止した場合 

方策⑤ ： 窒素酸化物濃度規制値を緩和した場合（触媒反応塔の非設置） 

２）試算結果 

① 蒸気条件の高温高圧化により、発電効率は約2.5%向上できると試算された（図 参

2-1）。これは、高温高圧化によりタービンの内部効率を向上できることによる。 

② これに低温エコノマイザを組み合わせることで、触媒反応塔を設置した条件でも発

電効率は20%程度を達成可能との試算結果が得られた（図 参2-1）。 
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表 参2-1 試算条件（標準仕様） 

項 目 単 位 設定値 

１）施設規模  t/日 
300 

（150t/24h×2炉） 

２）ごみ質    

 (1)低位発熱量  kJ/kg 8,800 

 (2)三成分 可燃分 ％ 46.4 

 水分 ％ 45.6 

 灰分 ％ 8.0 

３）公害防止条件    

 (1)塩化水素  ppm 50 

 (2)硫黄酸化物  ppm 50 

 (3)窒素酸化物  ppm 50 

 (4)ダイオキシン類  ng-TEQ/m3N 0.1 

４）白煙防止条件  ℃×% 5×50 

５）ボイラ・タービン条件    

 (1)ボイラ主蒸気  MPaG×℃ 3×300 

 (2)ボイラ出口排ガス温度  ℃ 250 

 (3)タービン型式  － 抽気復水タービン 

 (4)タービン主蒸気  MPaG×℃ 2.6×295 

７）プロセスフロー    
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表 参2-2 ケーススタディにおける発電量の試算結果 

基本仕様 

基本仕様 

＋① 
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ボイラ出口 

排ガス温度 
発電量 

4,680kW 4,750kW 5,430kW 

250℃ 5,430kW 5,780kW － 

200℃ 5,910kW 6,090kW 6,420kW 

170℃ 6,190kW 6,290kW 6,610kW 
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ケース3－3：基本→EGR→4MPa×400℃→170℃→白防なし→触媒なし

ケース3－2：基本→EGR→4MPa×400℃→200℃→白防なし→触媒なし

ケース3－1：基本→EGR→4MPa×400℃→250℃→白防なし

 

図 参2-1 ケーススタディにおける発電効率の試算結果 


